
仕事が楽しい人Ｆｉｌｅ．６０：山﨑弘さん（画家） 

 

 

 

 

◆モノを感覚的に見るのではなく、技術的に観る目を鍛えよ 

 

第６０番目の仕事が楽しい人は、 

画家の山﨑弘さんです。 

 

みなさんは、画家（芸術家）にどんなイメージを持っているでしょうか。 

私は、 

・ベレー帽をかぶっている（手塚治虫さんからの印象） 

・ボワッとしたヘアスタイルをしている（小澤征爾さんからの印象） 

・ちょっと気難しい（岡本太郎さんからの印象） 

というようなイメージを持っていました。 

 

実際に、山﨑さんにお会いしてみると、 

・ベレー帽はかぶっていない 

・ヘアスタイルは整っている 

（ただし、以前の山崎さんの写真を拝見すると、髪の毛がボワッとされている時代もあっ



たようです（笑）） 

・気難しいとは正反対の、心やさしい 

方でした。 

ということで、リラックスした雰囲気でインタビューをはじめられました。 

 

山﨑さんは、小中学校時代にはまったく絵に興味がなかったそうです。 

きっかけは、高校の英語の授業。 

英語の教科書に載っていたゴッホを目にして、絵に目覚めました。 

それから美大を目指し、絵を描く練習に励みました。 

 

美大の入試では、通常の大学の試験にはない、実技があります。 

超難関の東京芸術大学の油絵学科の実技試験は、 

一次がデッサン（鉛筆や木炭で絵を描く）。試験時間は、約６時間。 

一次試験に合格すると、二次試験。 

課題は油絵に変わり、試験は３日間に及びます。 

ちなみに一次試験も二次試験も、出される課題は当日までわからないので、ぶっつけ本番

の実力勝負。 

試験の合否は、審査員の投票によるもの。 

芸大絵画課の競争率は、１６倍前後。 

まるで画家の道をそのまま表したような厳しい試験が課されています。 

 

山﨑さんはこの大きな壁に果敢に挑みましたが願いは届かず、最終的に私立の美大を受験。 

この時の静物デッサンの実技では、合否よりも“自分の描きたい絵を描こう”と心に決め

てキャンバスに向き合いました。 

ですので、試験には落ちたと思っていたそうで、合格発表を見に行きませんでした。 

山﨑さんは、友だちからの知らせで自身の合格を知ったのでした。 

 

美大に進学して学ぶのは、絵画の基本。 

その第一は、「モノを観る目を養うこと」なのだそうです。 

石膏のデッサンを繰り返し行うことで、感覚的にモノを見るのではなく、 

技術的にモノを観る力を身につけていきます。 

音楽家が耳を鍛えるように、画家も目を鍛えないと、きちんとした絵が描けないのだそう

です。 

 

この“目を鍛える”話題になると、温厚な山﨑さんの口調が熱くなり出しました。 

そして飛び出した言葉は、 



「平堀さん、バルールが狂っていると、絵はダメなんですよ」 

私はバルールという言葉を聞くのが初めてだったので、その意味を山﨑さんに尋ねました。 

 

「バルールとは、色の位置関係なんですけど、色の置き方で矛盾が生じるんですよね」 

と、山﨑さんはど素人の私に時間をかけて丁寧に教えてくれたのですが、 

私の頭の中は、さらに「？？？」が広がるばかりでした。 

 

“バルール”をウィキペディアで調べると 

「実際に複数の色を並置すると、それぞれの色の明暗に応じて、一方が他方より前進ない

し後退して見える。その程度は相互の明度差、面積、当該色それぞれの構成方法とその関

係性などによって変化する。それ故例えば、明度のみによって判じることは出来ない。こ

の視覚効果は、絵画の画面における形象の前後関係、遠近関係、位置感の指示・表現に応

用できる。このとき、明暗と位置関係の対応、及び、位置関係の指示の程度をバルールと

呼ぶ。」 

と解説されています。 

いやはや難しくて、私の頭の中の「？」は消えませんが、 

３次元のモノを２次元のキャンパスにおさめるための、色の関係性についての理論と技法

なのでしょう。 

 

このバルールの解説に触れて私は、山﨑さんが言わんとしている、 

「感覚的にモノを見るのではなく技術的にモノを観る」 

の意味合いが、感覚的
．．．

にわかるような気がしました。 

 

◆山﨑さんが大切にするキーワード 

ファーストインプレッション 

最初に感じた感覚を絵に現す。この思いを胸にキャンバスに向かっています。 

 

◆山﨑さんのパワー○○ 

コーヒー 

自分に気合を入れる、儀式みたいになっています。 

 

◆山﨑さんのコツコツ 

日記（５年日記）を３０年続けています。 

絵の具や筆の種類、起床時刻や絵を描いていた時間を毎日記録しています。 

あの絵の色を出したいなと思った時に、この記録が役に立ちます。 

 



◆何枚も何枚もの精神（売らんかなではなく納得できる絵のために） 

 

今回の取材では、山﨑さんの作品を直に鑑賞できませんでしたが、これまで描かれた絵を

写真で見せていただきました。 

山﨑さんの絵は、ゆったりとした時間の流れを感じる風景画。 

北海道の上富良野に魅せられて、山﨑さんは、この地の絵を何十年も描き続けています。 

 

山﨑さんは絵の写真集を手に取り、絵に込めた思いを一枚ずつ、次のように説明してくれ

ました。 

 

「こちらは、穂が出かかっている時の青麦の丘なんですけど・・・」 

「ばぁっと雲が出てきて、わぁっと一気に広がりだして・・・」 

「この畑の乾いた感じが・・・」 

 

絵を解説する山﨑さんは、その時の風景が目に浮かんでいるような表情をしています。 

紳士的で穏やかな山﨑さんが、身振り手振りで、雲の動きや乾いた空気感を、私に必死に

伝えようとしてくれています。 

山﨑さんの話というより、目を見ていると、 

「絵は、気温や風、匂いや深みというような、時々刻々と移り変わる自然の動きを現して

いるのかな」なんていう感じが芽生えてきました。 

 

そして私は、これまで絵を静的なモノとして捉えていたのですが、そうではなく、動的な

モノなのだと、認識が１８０度変わりました。 

 

さらに解説に力が入りだした山﨑さんは、スケッチブックを引っぱりだしました。 

このスケッチブックには、同じ風景が、何枚も何枚も
．．．．．．

描かれていました。 

何枚も何枚も
．．．．．．

、です。 

 

ここで、何枚も何枚も
．．．．．．

と強調したのは、自分の仕事の仕方と対比して、驚き感動したから

です。 

企画書を制作するにしても、原稿を書き上げるにしても「できれば、１回で完成させたい」

という思いで仕事をしている自分と、１枚の絵を描くのに、何枚も何枚も
．．．．．．

下書きを繰り返

す山﨑さん。 

ちなみに、サイズが２メートルを超える大きな絵は完成までに２、３ヶ月かける
．．．

そうです。 

ここのニュアンスも大事です。 

２、３ヶ月かかるのではなくて、２、３ヶ月かける
．．．

。 



早く完成させようとすれば、もっと短い期間でできるのに、あえて時間をかける。 

 

山﨑さんは、私に 

「絵で、物質じゃなくて、目に見えない・・・、なんといったらいいんでしょうか、例え

ば、雨が上がったあと、大地から立ち上がる白い蒸気のエネルギーというか、そういう光

景から感じる心の躍動を共有したいんですよね」 

と、訴えかけます。 

 

確かに、心の中の感情は目に見えませんし、言葉に現すのも難しいです。 

これが当たり前なはずなのに、「何で私の言っていることがわからないのか」といらだった

り、ひと言だけでその人の全てをわかったような気になっている自分が、日常に存在しま

す。 

簡単には伝えられない心の動きを、何とか伝えようと、あるいは、理解しようと努める。

この人とのコミュニケーションのあり方の原点を、山﨑さんから教えていただきました。 

絵を観たり音楽を聴いたりしながら、作家の思いを感じとる。 

時には、こういう時間を設けて、心のセンサーを覚醒させてみようと思いました。 

 

最後に、山﨑さんから、絵を観る力を養う最良の方法を教えていただいたので、ご紹介し

ます。 

それは、歴史に名を刻んだ画家の絵を観ること。 

最良の絵
．．．．

が、最良の目
．．．．

を養ってくれる、最良
．．

の先生
．．．

なのだそうです。 

 

◆山﨑さんのプロフィール 

職業：画家  

所属：山﨑弘公式ホームページ（http://hymzk.web.fc2.com/index.html） 

 

  

◆画家とは？ 

（13歳からのハローワーク公式サイトから抜粋しました） 

油絵、水彩画、日本画などを描く。技法などによってさらに細かい絵画の種類がある。美

術系の大学や、専門学校に行って、基礎のデッサンから学ぶのが一般的だが、学校を出た

からといって画家として認められるわけではない。学校や美術教育とは無縁の画家の作品

が脚光を浴びることはしばしばある。日本には画壇というものがあり、絵の団体の公募展

に応募し、何度か入選すると、とりあえず画壇に入ることができる。しかし、絵画という

アートの本質と、画壇とは何の関係もない。画家にとって、もっとも大切なことは、絵を

描き続けることである。学校の美術教師や絵画教室の先生などをしながら、あるいはほか

http://hymzk.web.fc2.com/index.html


に美術とは関係のない仕事を持ったり、アルバイトをしながら、親や恋人の支援を受けな

がら、何でもいいから、とにかく描き続けることだ。絵が売れても、売れなくても、絵画

表現の意欲と喜びとともに、何年も何十年も絵を描き続けることができれば、その人は画

家である。 

 

◆画家に求められる能力 

観る力：感覚的ではなく、技術的に観る力 

感じる力：出会った事象に素直に向き合う力 

描く力：静的な２次元のキャンバスに動的な３次元の感覚を描く力 

研究する力：観て感じたモノに近い絵の具を見いだす力 

記録する力：日々の創作活動を記録に残す力 

 


